
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

  
昔
の
自
分
に
逢
え
た
よ 

 
 
 

 
 

戸
祇
の
子
学
級 

同
級
会 

一
月
三
日
（
土
）
、
成
人
式
終
了
後
、
式
に
出

席
し
た
、
平
成
十
二
年
度
、
三
島
小
卒
業
生
が
公

民
館
に
集
い
、
同
級
会
を
行
い
ま
し
た
。 

企
画
し
た
の
は
前
主
事
の
清
家
さ
ん
。
大
人
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

        

     

    

 

な
っ
た
戸
祇
の
子
達
は
、
卒
業
時
に
思
い
出
の
品

を
納
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
、
小
学
生
の
自

分
と
対
面
し
た
り
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
当
時

の
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

塩
崎 

琴
美
（
小 

松
） 

 

成
人
式
を
迎
え
、
八
年
ぶ
り
に
三
島
っ
子
と
先

生
方
で
思
い
出
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
ま

し
た
。 

当
時
の
懐
か
し
い
情
景
が
甦
り
、
同
時
に
日
々

気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
の
成
長
に
沢
山
の
人
達

の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
に

頑
張
っ
て
い
る
友
達
と
再
会
を
し
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
ろ
う
と
新
た
な
気
持
ち
で
二
十
歳
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
最
高
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

松
浦 

佳
澄
（
大
阪
府
） 

 

懐
か
し
い
先
生
や
友
達
と
再
会
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
周

り
の
方
々
に
感
謝
し
、
二
十
歳
に
な
っ
た
自
分
に

責
任
を
持
ち
、
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
同
級

会
に
参
加
し
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
の
様
な
、
企
画
を
し
て
頂
き
深
く
感
謝
し
て 

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

藍
綬
褒
章 

受
章 

祝
賀
会 

 
 

昨
年
の
秋
の
褒
章
で
、
三
十
年
に
亘
り
「
保
護

司
」
を
務
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
た
芝
茂
さ
ん
（
延
川
）
の
祝
賀
会
が
一

月
十
日
、
三
島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

三
島
自
治
会
主
催
に
よ
る
こ
の
祝
賀
会
に
芝

さ
ん
の
受
章
を
祝
お
う
と
大
勢
の
方
が
出
席
。
松

浦
町
長
・
是
澤
保
護
司
会
会
長
の
お
祝
い
の
言
葉

に
続
き
、
出
席
者
一
同
か
ら
記
念
品
と
し
て
鬼
北

窯
の
焼
物
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
祝
宴
で
は
、

恵
子
夫
人
の
踊
り
仲
間
「
ゆ
り
の
会
」
の
皆
さ
ん

が
和
服
姿
で
に
こ
や
か
に
艶
や
か
に
お
給
仕
を

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

雪
が
舞
う
寒
い
一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
芝

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
の
、
互
い
の

健
康
と
ご
活
躍
を
祈
る
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
、

お
め
で
た
い
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。 

        

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

平成 21 年

1月  号 
№85 

久しぶりに逢った友と恩師の布・山下先生を囲み、笑顔で記念撮
影する新成人の皆さん。この後、全員で三島小体育館に移動し、
田中愛さん（広見）のピアノ伴奏で校歌を大合唱しました。 

出
席
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す 

式典最後に本日のお礼の挨拶をされる芝

さん。出席者からは惜しみない温かい拍手

が送られていました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

初めは楽しかったけど、とちゅうからはつ

かれてきて、ぼくは、早く休けいにならない

かなと思いました。頂上に着いたとき、やっ

と着いたと思いました。頂上はいいながめで、

お弁当は最高の味でした。スーパーくずかわ

や、広見中学校も見えました。帰って、「とて

も楽しかったよ。」と、家族に報告しました。

葛川 悠平 (写真・2 列目左から 2 人目) 

わたしは、真悠さんと千佳さんと伴美さんとい

っしょに登りました。わたしたちは、たくさん話

をしたり、水晶を見つけたりしました。坂がたく

さんあって、大変でしたが、頂上にたどりついて

食べたお弁当は、とてもおいしかったです。 
６年生とのよい思い出になりました。

伊藤 樹莉 (写真・3 列目左から 2 人目) 

わたしは、お父さんといっしょに登りまし

た。お父さんにアドバイスをもらって、たくさ

ん水晶を見つけました。あっという間に、第三

休け所に着いたのでびっくりしました。その

後、ロープにすがって山道を登ったり、急な坂

を走り下りたりして、やっと頂上に着きまし

た。お母さんの愛情のこもったお弁当は、特別

おいしかったです。     松浦 優美 

（写真・2 列目右から２人目）

ぼくは、４回目の戸ぎ山登山でした。第二休

けい所から第三休けい所までは、ものすごく急

な坂で、５０分くらいかかり、左足がいたくな

ってきてとても大変でした。その後、頂上を目

指しましたが、着いたと思ったらまだで、今度

こそと思ったらまた違いました。がんばって登

った後の弁当は、とてもおいしかったです。  

        棟田 悠斗 （2 列目左端） 

戸ぎ山はものすご

く高くて、気が遠くな

りますが、水晶がいっ

ぱいあるので、毎年登

っています。今年も、

水晶をたくさんとっ

て、最後尾でした。行

きは、ばててしまいま

したが、帰りは坂道を

つっ走って楽しかっ

たです。こけそうにな

ったけど、スリルがあ

りました。    
渡邊 健斗 

（2 列目左から 3 人目） 

ぼくは、戸ぎ山に

初めて登りました。

お父さんといっし

ょに登りました。山

道を登るのはしん

どかったけれど、頂

上に着いたときは

うれしかったです。

頂上からは、鬼北町

がよく見えました。

戸ぎ山登山に行っ

て、とてもよかった

です。松浦 康介 

（2 列目右から３人目） 

 

｢ 戸祇の子学級 ｣ だより 
 

― 11/2 戸祇山登山（ 主催：戸祇山へ登ろう会 ）の感想 5 年生 ― 

3 時間をかけた登頂にも疲れを見せず笑顔でポーズをとる 5・6
年生と、疲労困ぱいの先生と保護者。都明治校長（写真・上段左
端）は以前に三島小に教頭として勤務。Ｈ20 年 4 月に石応小から
校長として転入し、7 年ぶりの登山となった。 

三 島 小 の 

編集ページ 



チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
利 

体
育
協
会
長
杯
レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

秋
も
深
ま
っ
た
十
一
月
三
十
日
、
三
島
小
体
育

館
で
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

今
大
会
は
例
年
出
場
し
て
い
る
体
協
加
盟
ク
ラ

ブ
や
商
工
会
チ
ー
ム
の
ほ
か
に
、
自
治
会
連
合
（
地

元
議
員
、
区
長
他
）
チ
ー
ム
が
初
参
加
。
中
に
は

「
日
頃
ボ
ー
ル
な
ど
、
触
っ
た
こ
と
も
無
い
が
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
。
」
と
新
品
の
シ
ュ
ー
ズ
で
試
合
に

の
ぞ
む
選
手
も･

･
･

。
意
気
込
み
は
充
分
な
が
ら
、

珍
プ
レ
ー
も
多
く
見
ら
れ
、
大
会
を
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

      

    

独
居
老
人
を
お
も
て
な
し 

老
人
ク
ラ
ブ
三
島
支
部 

料
理
教
室 

 
 

十
二
月
十
八
日
、
三
島
公
民
館
で
老
人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
料
理
教
室
（
県
の
委
託
事
業
の
一
環
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
松
浦
ム
ネ
コ
さ
ん
（
延
川
）
、
そ
こ
に
婦

人
部
会
員
が
加
わ
り
、
男
性
会
員
に
料
理
指
導
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
銀
杏
ご
飯
・
大
根
の
豆
腐
入
り
ナ

マ
ス
・
秋
刀
魚
の
フ
ラ
イ
・
自
家
製
手
打
ち
う
ど

ん
」
と
秋
の
味
覚
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
す
。 

試
食
を
兼
ね
た
昼
食
会
に
は
三
島
地
区
内
の
男

性
独
居
会
員
を
ご
招
待
。
調
理
を
し
た
参
加
者
ら

と
共
に
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
大
勢
で
つ
つ
く

と
い
う
賑
や
か
な
に
、
楽
し
く
親
睦
も
深
ま
る
、

充
実
し
た
料
理
教
室
に
な
り
ま
し
た
。 

          

道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦 

三
島
明
日
考
会
が
奉
仕
作
業 

師
走
に
入
っ
た
十
二
月
二
十
一
日
（
日
）
、
三
島

の
明
日
を
考
え
る
会
の
会
員
ら
が
「
地
区
の
道
路

を
美
し
く
し
よ
う
」
と
国
道
沿
い
の
除
草
や
土
除

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
お
正
月
に
帰
省
す
る
方
々
の
為
に
少

し
で
も
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
し
て
お
き
た
い
と
取

り
組
ん
だ
も
の
で
、
年
末
の
慌
し
い
時
期
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
協
力
依
頼
の
あ
っ
た
自
治
会
か
ら

も
有
志
が
集
合
。
途
中
雨
に
見
ま
わ
れ
な
が
ら
行

わ
れ
た
早
朝
か
ら
三
時
間
を
越
え
る
作
業
に
よ
り
、

雑
草
が
刈
取
ら
れ
気
持
ち
よ
く
帰
省
客
を
迎
え
ら

れ
る
道
路
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
清
掃
作
業
に
協
力
頂
い
た
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

見事なチームワークで優勝を勝ち取り、ト
ロフィー、賞状、記念品を手にするアラジ
ンの皆さん。ブービー賞となった自治会連
合は、初参加で入賞は申し訳ないと最下位
が続いているコ☆モ○チームに賞品をプ
レゼントとされたということです。 

まずは格好から！エプロン姿が眩しい男

性会員。女性会員に料理の手ほどきを受け

ながら、下ごしらえから完成まで奮闘して

いました。 
 

厳しい寒さの中、熱心に除草作業する皆さ

ん。ふるさとはいつまで美しくあってほし

いものです。それには、こういったボラン

ティアの輪が広がることが不可欠。今後も

続けられることを願いたいものです。 

今大会の

成績 

ブ
ー
ビ
ー
賞 

準 

優 

勝 

優    

勝 

自
治
会
連
合 

Ｇ
ポ
テ
ッ
プ 

ア
ラ
ジ
ン 

０
勝
４
敗 

３
勝
１
敗 

４
勝
０
敗 

 



 
 
 
 
 
 

 

我
が
愛
し
の
三
島 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

今
月
は
三
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
三
島
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
後
援
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
渡
邊

真
治
さ
ん
（
広
見
）
に
、
会
長
と
し
て
、
ま
た
親
と

し
て
の
、
子
供
達
（
三
島
の
宝
）
へ
の
思
い
を
綴
っ

て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
き
な
り
私
事
で 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恐
縮
で
す
が
、
新
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
々
、
筋
肉
痛
に
患 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わ
さ
れ
ま
し
た
。 

剣
道
ス
ポ
少
の

「
稽
古
始
め
」
に
併
せ
て
、
二
年
ぶ
り
に
親
子
剣

道
大
会
も
、
と
話
が
ま
と
ま
り
、
調
子
こ
い
て
三

十
六
年
ぶ
り
の
「
掛
か
り
稽
古
」
な
ど
や
ら
か
し

た
の
が
正
月
三
日
。
お
か
げ
で
湯
呑
み
を
口
に
運

ぶ
の
さ
え
辛
い
始
末
。
子
供
達
の
十
分
の
一
も
動 

        

い
て
は
い
な
い
と
い
う
の
に･

･
･

。 

き
つ
い
剣
道
の
稽
古
の
後
、
さ
ら
に
元
気
よ
く

遊
ん
で
い
る
彼
ら
、
或
い
は
秋
の
戸
祇
登
山
で
、

頂
上
か
ら
や
っ
と
の
思
い
で
下
り
、
放
心
状
態
で

い
る
親
達
を
尻
目
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
中
を
走
り
回

っ
て
い
る
彼
女
ら
。
子
供
ら
は
、
そ
ん
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
か
ら
こ
そ
大
き
く
育
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
け
ど
、
親
を
必
要
と
し
な
く
な
る
そ
の
日
が

来
る
ま
で
は
、
全
力
を
注
い
で
守
っ
て
や
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
う
。 

 

子
供
達
を
見
守
る
組
織
は
、
ど
こ
の
地
区
に
も

あ
り
ま
す
。
で
も
こ
こ
三
島
に
は
、
そ
れ
以
外
に

名
簿
に
は
載
っ
て
な
く
と
も
子
供
た
ち
と
一
緒
に

歩
い
て
く
だ
さ
る
方
々
、
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
よ

う
に
静
か
に
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
達
が

沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
心
強
い
限
り
で
あ
る
。 

 

新
し
い
年
を
迎
え
、
保
護
者
を
代
表
し
、
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

  
 
 

次
の
方
か
ら
三
島
公
民
館
、
三
島
自
治
会
に
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 十
一
月
二
十
五
日 

芝 
 

和
重
さ
ん
（
広 

見
） 

十
二
月 

 

一
日 

松
浦
サ
ダ
子
さ
ん
（
小 

松
） 

十
二
月 

 

九
日 

宮
内 

泰
壽
さ
ん
（
川 

上
） 

十
二
月 

十
二
日 

松
浦 

正
樹
さ
ん
（
小 

松
） 

 

リ
レ
ー エ

ッ
セ
イ 

№22 

香
典
返
し
の
お
礼 

 
行 事 予 定 

－ １月 － 
３日（土） 成人式 
      10：00～ 
      広見体育ｾﾝﾀｰ 
 

    剣道スポーツ 
少年団稽古始 

      13：00～ 
      三島小体育館 
 
５日（月） 御用始 
 

１８日（日） 鬼北町駅伝大会 
       9：30～発走 

鬼北総合公園 
 

－ ２月 － 
１６日（月） 戸祇の子学級 
       田舎饅頭作り 
       お茶作法教室 
       13：30～ 
 
毎週 2 回パソコン教室 

を開催予定です。 
 

 
祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 

発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のアドレ
スにアクセスすれば、カラーで
ご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

渡邊 真治さん

（広見）

忘れ物 ご案内 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

芝 茂氏祝賀会にて 
 

○ 男性用ジャンパー（グレー） 
○ カフスボタン   
○ 毛糸の帽子（グレー） 


